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研究要旨  

OPLL 患者 89 人および頚椎症患者 68 名において骨密度および骨強度を調べた。

OPLL患者は年齢が低く BMIが高かった。また、採血における Caが高く Piが低い

傾向であった。腰椎および大腿骨頚部における骨密度・骨強度は OPLL患者におい

て高い傾向であり、とくに女性において顕著であった。 

 

 

 

Ａ．研究目的 

OPLL症例における骨密度および骨強度を調

べること。 

 

Ｂ．研究方法 

頚椎及び胸椎に OPLL を有する患者におい

て骨密度および有限要素法を用いた骨強度

を調べた。対象は頚椎症患者とした。2 群

間における骨密度および骨強度を比較する

際には、傾向スコアにおける逆数重みづけ

で性別、BMI、喫煙歴、糖尿病の有無、JOA

スコア、骨粗鬆症治療薬の有無を調整して

比較した。（研究は東京大学の倫理委員会で

承認された。） 

  

Ｃ．研究結果 

OPLL群は若く BMIが高かった。また、血清

の Caが高くおよび Piが低い傾向であった。

傾向スコアを用いて背景を調整して比較し

たところ、骨密度および骨強度は OPLL群の

方が高く、特に女性において有意であった。 

 

Ｄ．考察、 

OPLL患者では骨密度が高いという過去の報

告が多く、今回の結果はそれを支持するも

のであった。対象となった頚椎症患者自体

も一般人より骨密度が高い可能性があり、

男性では有意差がつかなかった一因と考え

ている。有限要素法における転倒条件など

でも骨強度は高く、OPLL患者の骨は固いこ

とが示された。OPLL 患者は heterogenous

な集団であり、さらに細分化して調べるこ

とで病態解明を進めることができると考え

ている。 

 

Ｅ．結論 

OPLL患者では骨密度および骨強度が高い。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
  総括研究報告書にまとめて記載 
 

Ｇ．研究発表 

1.論文発表 

Evaluation of bone strength using 

finite-element analysis in patients with 

ossification of the posterior longitudinal 

ligament. 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
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